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プログラムの内容に関して、事前情報では「どんな人たちと・何人くらいで・

何をするのか」などについてほとんど分からない状態でした。そのためプログラ

ムを受講する前には書かれていた部分である、アメリカの文化について実際に知

ることや、アメリカの学校について詳しく知ることを期待していました。英語力

に関しては、留学期間が短いということから、大きく英語力の向上は望んでいま

せんでした。英語を積極的に使うことができるようになりたい、英語について一

歩踏み出したいと思い参加しました。 

 プログラム参加をした際にまず驚くのは人数です。多くの日本人の参加者がい

ます。初日に 50 音順で生徒 2 人対先生 1 人という形の面接というよりも雑談と

いう雰囲気でクラス分けされます。クラスによって授業内容は全く違いました。

寮だけでなく、ホストファミリーで参加している人も多いので、クラスで新しい

友人もできると思います。日本に帰ってからも交流を図る人もいます。 

治安については、アメリカの中では良い方ということでしたが、アジアと比べ

れば良くないです。また、天気や曜日によって治安が大きく左右されていたこと

が印象的でした。寮で行動を共にしていた子たちとは、とにかく 19 時 30 分～20

時までには寮に戻ることを目的に行動していました。ダウンタウンの治安が一番

悪いですが、寮の近くもあまりよくはありません。学校の行き帰り以外ではとに

かく 1 人で行動しないことを意識しました。日本にいると、暗くなってから危な

くなるというイメージがあると思いますが、基本的には日が長く、19 時を過ぎる

といきなり薄暗くなり、危ない時間帯になってきます。少しでも暗かったり天気

が悪かったりするなど、薄暗いタイミングに 1 人でいることは避けた方が良いと

思います。 

ここからは、お土産についてです。お土産屋さんは少ないです。お店を入念に

調べるか、買いたいものは最高でも 2 回目には買わないと、もう出会えません。

おススメのお土産が買えるスポットとしては、スペースニードルの下と、パイク

プレイスマーケット、メイドインワシントンです。他にもお土産屋さんはありま

すが、観光地に行ったからといってお土産が必ずしも買えるというわけではない

です。また、人に配る用の個包装で箱に入っているようなお菓子などはほとんど

ありませんでした。自分がお土産をあげたい人や買いたいお土産など、しっかり

ピックアップしておいた方が良いと思います。また洋服屋さんでは日本とは異な

ったかわいい形のものが多い印象で、自分の荷物の大きさを恨むほどでした。パ



イクプレイスマーケットでは色々なお店がありますが、やはり一番有名なのは、

スターバックス 1 号店だと思います。パイクプレイスマーケットにメイドインワ

シントンもあるので、お土産を買うのにも、写真を撮るのにも良い場所だと思い

ます。個人的に 1 番おススメの観光地はアルカイビーチです。とにかく治安も良

く、景色も良く、食べ物も美味しかったです。1 日楽しめる場所だと思います。 

授業についてです。先生によって全く内容が異なっており、私のクラスではフ

ィールドトリップが多く、有名な場所に連れて行っていただけました。放課後に

行くものとは別で、お土産などを買うような場所ではありませんが、観光地に行

きました。文化や街並みを見ながら事前に出されたタスクをこなしていくので、

その場所についても詳しく知ることができました。また、最終プレゼンのために

インタビューを行う場面など、お店の人とコミュニケーションをとる機会があり

ました。皆優しく、こちらの言いたいことを理解しようとしてくれるので、最低

限の英語力があるに越したことは無いですが、英語を躊躇するという場面はあり

ませんでした。 

また病院では、通訳のための機械もあり、リモートで通訳をしてくれるところ

もあるので、体調が悪くなっても我慢しない方が良いです。寮は自分の家ではな

いので設備も万全ではないですし、観光や授業についても、取り戻せるので、と

にかく我慢する必要は無いです。 

留学中に自分が成長した点については、リスニング力が鍛えられたと思いまし

た。全てを聞き取り理解するなど、ネイティブの方の話を聞き取ることはできま

せんが、自分に必要な話や、単語では聞き取れる部分が増えたと感じました。ま

た大学内を見て回れることや、大学の博物館・ギャラリーは学生証を見せれば無

料で見ることができたことも面白かったです。大学のグッズを売っているお店で

は、欲しいものが多すぎて困っている人がたくさんいた印象でした。私がアメリ

カに行ったタイミングで、1 週目は天気が悪く、寒い日が続いていたということ

から、服を買っているひとが多かったです。プログラム最終日にはセレモニーが

開かれ、卒業証書も貰えます。写真を撮るためのグッズもたくさんあって面白い

と思います。 

安全な場所や安全な人を選ぶ際など、自分で自分の身を守らなければいけない

ということをとにかく忘れなければ、ほとんどの人を優しいと思えると思います。

大変なことや不安なことはありますが、それ以上に楽しいことや、知れることが

多くあり、自分にとって本当に大きな、貴重な経験になったと思います。留学を

躊躇する必要はありません。プログラムで行くとなれば、ある程度の安全は保障

されていると思います。いろいろな世界を見て、ぜひ自分の人生を豊かなものに

していただけたらと思います。 

 



 


